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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
筒形にして前面側開口部の近傍に係止孔を有する電子機器の筐体と、
　この筐体の前記開口部を覆うように着脱可能に係合される前面蓋体であって、当該前面
蓋体の縁部に形成され前記開口部から筐体内壁に沿って挿入される挿入片と、この挿入片
の外側面に突設され前記係止孔に係止される係止突起と、前記挿入片の外側面から連続し
て当該前面蓋体の前面に延びる差込口とを有する前面蓋体と、
　前記挿入片の外側面上にて前記係止突起に向けて変移可能に前記筐体との間に差し込ま
れる解除部材であって、前記係止突起に向けて形成した下り斜面が前記開口部における前
記筐体角部に当接される解除部材と、
　を具備し、
　前記前面蓋体の差込口から、前記挿入片上の前記解除部材の押圧によって前記下り斜面
による前記筐体角部の拡開により、前記係止孔に係止された前記係止突起が係止解除可能
に構成されてなることを特徴とする電子機器の筐体係合装置。
【請求項２】
前記解除部材は、前記挿入片の突出方向に沿う両端部に嵌るよう形成された請求項１記載
の電子機器の筐体係合装置。
【請求項３】
前記挿入片は、前記差込口より狭く形成されてなる請求項２記載の電子機器の筐体係合装
置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
 　本発明は電子機器の筐体係合装置に係り、筒形筐体の前面開口部を前面蓋体で覆うよ
うに係合された電子計測装置その他一般の電子機器に用いられる筐体係合装置の改良に関
する。
【背景技術】
【０００２】
 　従来、このような電子機器の筐体係合装置としては、図７および図８に示すように、
有底の筒形筐体１の前面開口部の外周にフランジ３を設けるとともに、フランジ３に係止
孔５を貫通形成し、フランジ３と同様な外径形状を有する前面蓋体７を筐体１の開口部か
ら係合し、図９に示すように、前面蓋体７の裏面上下端から延びる挿入片９の先端に突設
した係止突起１１を係止孔５に係止させ、前面蓋体７を筐体１に固定する構成が知られて
いる。
【０００３】
　なお、フランジ３の係止孔５や前面蓋体７の挿入片９は、図９に示すように、筐体１や
前面蓋体７の下面側にも形成されているが、図７および図８では見えない。
【０００４】
　図７～図９における符号１３は前面蓋体７においてフランジ３との当接面に形成された
差込孔、図８における符号１５、１７は前面蓋体７に配置された液晶などの表示部および
スイッチなどの操作部であり、図９における符号１９、２１は前面蓋体７で支持する回路
基板とこれを挟持する１対の挟持片である。
【０００５】
　このような電子機器の筐体係合装置は、図７に示すように、取り付け用パネル２３の取
付孔に対して筐体１の底部側から挿入してフランジ３に当接させ、筐体１に設けた適当な
保持手段（図示せず。）でパネル２３の裏面を押圧するなどして固定される。
【０００６】
　そして、筐体１から前面蓋体７を外す場合、図９に示すように、上面側からマイナスの
ドライバー２５の先端を前面蓋体７の差込孔１３に差し込んで矢符「イ」のように倒し、
ドライバー２５の先端で筐体１の開口部近傍をこじ開けるように矢符「ロ」の如く拡開さ
せ、筐体１と係止突起１１との係止を解除し、前面蓋体７を引き抜いていた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述した構成の筐体係合装置は、前面蓋体７の側面側からマイナスのド
ライバー２５の先端を差込孔１３に差し込む必要があるので、パネル２３に取り付けた後
、筐体１から前面蓋体７を外す場合、ドライバー２５の先端を差込孔１３に極めて差し込
み難く、作業性が良好でなかった。
【０００８】
　特に、筐体係合装置すなわち電子機器をパネル２３に上下多段に取り付けると、ドライ
バー２５の先端を差込孔１３にほとんど差し込めないから、電子機器をパネル２３から一
々取り外さなければならず、極めて面倒であった。
【０００９】
　しかも、前面蓋体７の差込孔１３に差し込んたドライバー２５を倒し、その先端で筐体
１の開口部近傍をこじ開けるように拡開させて筐体１と係止突起１１との係止を解除する
から、筐体１と係止突起１１との係止を解除し難いうえ、筐体１を損傷させないよう注意
が必要で、この点からも作業性が悪かった。
【００１０】
　本発明はこのような課題を解決するためになされたもので、筐体に係合した前面蓋体を
外し易く、作業性が良好なうえ、損傷も生じさせ難い電子機器の筐体係合装置の提供を目
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的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　そのような課題を解決するために本発明は、筒形にして前面側開口部の近傍に係止孔を
有する筐体と、この筐体の開口部を覆うように着脱可能に係合される前面蓋体であって、
当該前面蓋体の縁部に形成されその開口部から筐体内壁に沿って挿入される挿入片と、こ
の挿入片の外側面に突設されその係止孔に係止される係止突起と、その挿入片の外側面か
ら連続して当該前面蓋体の前面側に延びる差込口とを有する前面蓋体と、その挿入片の外
側面上にてその係止突起に向けて変移可能に筐体との間に差し込まれる解除部材であって
、その係止突起に向けて形成した下り斜面が開口部における筐体角部に当接される解除部
材とを具備しており、その挿入片上の解除部材を差込口から押圧することによって下り斜
面による筐体角部を拡開させ、その係止孔に係止された係止突起が係止解除可能に構成さ
れている。
【００１２】
　しかも、本発明では、上記挿入片の突出方向に沿う両端部に嵌るよう上記解除部材を形
成すると良い。
【００１３】
　また、本発明では、上記挿入片をその差込口より狭く形成することも可能である。
【発明の効果】
【００１４】
　このような本発明に係る筐体係合装置では、筐体の開口部を覆うように係合される前面
蓋体に、筐体内壁に挿入される挿入片と、この挿入片の外側面に突設されその係止孔に係
止される係止突起と、その挿入片の外側面から連続して当該前面蓋体の前面側に延びる差
込口とを設け、筐体内壁に沿って挿入片を挿入してその係止孔に係止突起を係止させ、上
記解除部材を挿入片の外側面上に配置するとともに筐体との間に差し込ませかつ係止突起
に向けた下り斜面を筐体角部に当接させて、筐体に前面蓋体を着脱可能に係合すれば、そ
の前面蓋体の差込口からその解除部材を押圧すると、解除部材の下り斜面が筐体角部を拡
開させるから、その係止突起が係止孔から係止解除される。
【００１５】
　しかも、上記挿入片の突出方向に沿う両端部に嵌るよう上記解除部材を形成する構成で
は、上記解除部材を挿入片に配置し易く、組み立てがより簡単となる。
【００１６】
　また、本発明では、上記挿入片をその差込口より狭く形成する構成では、上記解除部材
の形状を複雑化させ難い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参考にして説明する。なお、従来例と共通する部分
には同一の符号を付す。
【００１８】
　図１および図２は本発明の係る筐体係合装置の実施の形態を示す要部分解斜視図および
分解平面図である。
【００１９】
　図１および図２において、筒形の筐体１は合成樹脂から横断面四角形の有底形状に成形
されてなり、底部外周には外部接続端子が形成されるが、本発明の要部ではないので外部
接続端子の図示を省略する。
【００２０】
　筐体１の前面開口部外周にはフランジ３が形成されて若干大径になっており、フランジ
３すなわち前面開口部の近傍にあって上下辺の中程には、細い係止孔５が形成されている
。なお、下側の係止孔５は隠れて見えない（図２でも同様）。
【００２１】
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　筐体１の前面開口部近傍において、上下の係止孔５の形成されたフランジ３の内側が仕
切られて、細く浅いスリット状の挿入部２７が各々形成されており、上述した係止孔５が
挿入部２７と外部を貫通するように形成されている。
【００２２】
　前面蓋体７は、合成樹脂からフランジ３と同様な外径形状を有して四角形の板状に成形
され、筐体１の開口部を覆うように係合されるものであり、前面側には液晶などの表示部
１５やスイッチなどの操作部１７を有している。
【００２３】
　前面蓋体７は、その裏面にあって上端辺および下端辺に寄った位置の各々中程には１対
の挿入片９が背面側へ一体的に突出している。下端側の挿入片９は図１および図２では見
えない。
【００２４】
　各挿入片９には、外側面９ａすなわち上側面に係止突起１１が一体的に外側（図中上下
に）へ突設されており、各挿入片９が挿入部２７に各々挿入されたとき、係止突起１１が
係止孔５に係止されるようになっている（後述する図４および図５参照）。
【００２５】
　各挿入片９の外側面９ａは前面側に同一平面で延び、前面蓋体７の上端からコ字状に切
り込んだ差込口２９となっている。なお、差込口２９の幅は、各挿入片９の幅より大きく
、逆に、各挿入片９から見れば差込口２９より狭く形成されている。
【００２６】
　各挿入片９には解除部材３１が配置される。この解除部材３１は、図１および図３に示
すように、例えば、差込口２９の幅と同じか僅かに短い長さの小ブロック片３１ａと、こ
の小ブロック片３１ａの両端部横から脚のように同一方向（図中後方）へ突出する１対の
ガイド部３１ｂから一体的に形成されており、両ガイド部３１ｂを挿入片９の両縁部に嵌
めて挿入片９を跨ぐように挿入片９の外側面９ａ上に配置されるとともに、挿入片９上を
この突出方向すなわち係止突起１１に向けてスライド変移可能になっている。
【００２７】
　この解除部材３１は、小ブロック片３１ａにあって、ガイド部３１ｂの突出側にはガイ
ド部３１ｂ方向に向けた下り斜面３１ｃを有しており、両ガイド部３１ｂを挿入片９の両
縁部に嵌めて挿入片９を跨ぐように挿入片９の外側面９ａ上に配置された状態で挿入部２
７に挿入されると、下り斜面３１ｃが筐体１の前面開口部角部Ｐに当接されるようになっ
ている。
【００２８】
　しかも、解除部材３１は、前面蓋体７の差込口２９から押し出せるようになっており、
押し出されることによって挿入部２７に一層挿入され、下り斜面３１ｃが筐体１の前面開
口部角部Ｐをより押し上げるようになっている。
【００２９】
　前面蓋体７の裏面には、図４に示すように、上下の挿入片９の間に１対の挟持片２１が
背面方向に突設されており、これら挟持片２１間に必要数の回路基板１９が挟持されてい
る。図１および図２ではそれらの図示を省略した。
【００３０】
　それら回路基板１９は、上述した表示部１５や操作部１７に直接的又は間接的に接続さ
れ一方、筐体１の底部に配置した外部接続端子に接続され、電子機器が構成されるように
なっている。
【００３１】
　次に、このような筐体係合装置の使用例を説明する。
【００３２】
　まず、図１に示すように、解除部材３１の両ガイド部３１ｂを挿入片９の両縁部に嵌め
て挿入片９を跨ぐように挿入片９の外側面９ａ上に解除部材３１を配置し、図４に示すよ
うに、筐体１の挿入部２７へ挿入片９を挿入して係止孔５に係止突起１１を係止させると
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ともに、挿入片９上の解除部材３１の下り斜面３１ｃを筐体１の前面開口部角部Ｐに当接
させ、前面蓋体７を筐体１に係合する。
【００３３】
　そして、筐体１から前面蓋体７を外す場合、図５に示すように、マイナスのドライバー
２５の先端を前面蓋体７の前面側から横に差込口２９へ差し込んで解除部材３１を押し出
せば、解除部材３１が前進スライドして挿入部２７に一層挿入され、下り斜面３１ｃによ
って筐体１の前面開口部角部Ｐが矢符「ハ」のように押し上げられ、前面開口部が湾曲す
るように拡開される。
【００３４】
　そのため、筐体１の係止孔５から係止突起１１が外れて筐体１と前面蓋体７との係止状
態が解除されるから、筐体１から前面蓋体７をそのまま引き抜けば良い。
【００３５】
　このように、本発明に係る電子機器の筐体係合装置は、筒形筐体１と、この筐体１の開
口部を覆うように着脱可能に係合される前面蓋体７および解除部材３１とを有してなり、
筐体１の前面側開口部の近傍には係止孔５を形成し、その前面蓋体７には、開口部から筐
体１の内壁に沿って挿入される挿入片９と、挿入片９の外側面に突設され係止孔５に係止
される係止突起１１と、その挿入片９の外側面から連続して当該前面蓋体の前面側に延び
る差込口２９とを形成し、解除部材３１として、その挿入片９の外側面上にてその係止突
起１１に向けて変移可能に筐体１との間に差し込み可能して、その係止突起１１に向けて
形成した下り斜面３１ｃを開口部における筐体角部Ｐに当接可能に形成し、その前面蓋体
７の差込口２９からその解除部材３１の押圧によって下り斜面３１ｃによる筐体１内側面
の拡開により、その係止孔５に係止された係止突起１１を係止解除可能に構成した。
【００３６】
　そのため、解除部材３１を前面蓋体７から後方へ押し込むだけで、係止孔５と係止突起
１１との係止を解除可能となり、筐体１から前面蓋体７を外すことが容易で、取り外し作
業が簡単となるうえ、筐体１も損傷し難い。
【００３７】
　しかも、上述した構成の筐体係合装置では、前面蓋体７の前面側からマイナスのドライ
バー２５の先端を差込口２９から差し込んで解除部材３１を押圧するだけで、係止孔５と
係止突起１１との係止を解除可能となり、ドライバー２５などジグの差し込みが簡単であ
るうえ、特に、筐体係合装置をパネル２３に上下多段で取り付けた構成でも、ドライバー
２５の先端を差込口２９に簡単に差し込み可能となり、電子機器をパネル２３から一々取
り外す必要もなく、作業性が簡単である。
【００３８】
　さらに、上記解除部材３１が、挿入片９の突出方向に沿う両端部に嵌るガイド部３１ｂ
を有しているから、解除部材３１を挿入片９に安定して載置又は配置し易く、係合組み立
てがより簡単となる。
【００３９】
　さらにまた、挿入片９の幅を前面蓋体７の差込口２９のそれより狭く形成したから、解
除部材３１は、角柱状のブロック片３１ａの長さの範囲でガイド部３１ｂの形成が可能で
形状を複雑化させ難いので、角柱状部材から単な切削で形成可能となり、解除部材３１の
製造が簡単である。
【００４０】
　ところで、上述した解除部材３１は、角柱状のブロック片３１ａの両端部横から１対の
ガイド部３１ｂを形成して挿入片９を跨ぐようはめ込み可能に形成したが、これに限定さ
れない。
【００４１】
　例えば、図６に示すように、角柱状のブロック片３１ａに下り斜面３１ｃを設けるとと
もに、挿入片９と筐体１間に差し込まれる差込部３１ｄを有する形状など、任意に形成可
能である。なお、上述した 図３の解除部材３１では、ガイド部３１ｂが差込部３１ｄと
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【００４２】
　要は、解除部材３１は、その挿入片９の外側面上にてその係止突起１１に向けて変移可
能に筐体１との間に差し込み可能であって、その係止突起１１に向けて形成した下り斜面
３１ａを開口部における筐体角部Ｐに当接可能な形状であれば本発明の目的達成が可能で
ある。
【００４３】
　さらに、解除部材３１を押し込むために前面蓋体７に形成した差込口２９は、その上端
からコ字状に切り込む形状に限らず、差込孔などでも良いことは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明に係る筐体係合装置の実施の形態を示す要部分解斜視図である。
【図２】図１の筐体係合装置の実施の形態を示す要部分解平面図である。
【図３】図１に示す解除部材を示す斜視図、側面図および背面図である。
【図４】図１の筐体係合装置の実施の形態を示す要部断面図（図２中のＩＶ－ＩＶ間断面
）である。
【図５】図１の筐体係合装置の使用例を示す要部断面図である。
【図６】図１の筐体係合装置に用いる解除部材の他の例を示す斜視図である。
【図７】従来の筐体係合装置を示す平面図である。
【図８】従来の筐体係合装置の斜視図である。
【図９】図７の筐体係合装置の使用例を示す要部断面図（図７中のＩＸ－ＩＸ間断面）で
ある。
【符号の説明】
【００４５】
１　筐体
３　フランジ
５　係止孔
７　前面蓋体
９　挿入片
９ａ　外側面（上側面）
１１　係止突起
１３　差込孔
１５　表示部
１７　操作部
１９　回路基板
２１　挟持片
２３　パネル
２５　ドライバー（ジグ）
２７　挿入部
２９　差込口
３１　解除部材
３１ａ　ブロック片
３１ｂ　ガイド部（差込部）
３１ｃ　下り斜面
３１ｄ　差込部
Ｐ　前面開口部内側角部
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